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第23号

新たな令和時代に
ふさわしい議会を創る
第19代　水上村議会の決意
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議長　那須 正弘　就任挨拶

村民に信頼される議会活動を

副議長　那須 良策　就任挨拶

魅力的かつ特色ある
　　　　　　地方創生を推進

　議員の皆様のご推挙により、第 19 代議長の要職に就くことに
なりましたことは、誠に身に余る光栄でございます。衷心より
深く感謝申し上げますと共に、議会の代表として全力を傾け、
公正かつ円滑な議会運営に取り組んでまいる所存でございます。

　近年、議会のあり方が問われており、議会の透明性を高めるための議会改革に取り組みながら、
村民の皆さまに信頼されるよう、議員が一丸となって取り組んでいかねばなりません。

　本村の課題解決へ向けては、行政と議会が協力することはもちろんのこと、常に緊張感を持
ちながら議論を重ね、我々議会側、そして執行部側が、しっかりと両輪となり、様々な問題の
解決に力を尽くすことを決意しております。

　村民の皆様の、尚一層のご支援を賜りますようお願い申し上げまして、議長就任のご挨拶と
させていただきます。

　５月の初議会におきまして、副議長の大役を仰せつかりました。及ばずながら、那須正弘議
長のもと、議会の円滑な運営のため誠心誠意努めさせていただきます。

　さて、全国的に人口減少・少子高齢化は本村でも例外ではなく、財政面においてもこれまで
以上に厳しい時代を迎えることとなります。こうした中、本村の持続的な発展を図るため、総
合計画を基本に、まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる施策が着々と進められています。
本村の豊かな地域資源を最大限に活用した、魅力的かつ特色のある地方創生を推進してまいり
ます。

　今後とも村民の皆様のご支援と、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、副議長就任
のご挨拶とさせていただきます。
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令和元年第２回定例会が６月18日に開催され、条例改正６件、条例制定１件、
令和元年度各会計補正予算３件などが提案され、慎重に審議された結果、原
案どおり可決されました。

令和元年第２回定例会

《
議
長
諸
般
の
報
告
》

○
各
議
長
会
の
役
員
改
選

　
　

５
月
15
日
、
球
磨
郡
町
村
議
長
会

の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
相

良
村
の
吉よ

し
ま
つ松
啓け

い
い
ち一
議
長
、
副
議
長
に

あ
さ
ぎ
り
町
の
徳と

く
な
が永
正ま

さ
み
ち道
議
長
、
五

木
村
の
岡お

か
も
と本
正た

だ
し

議
長
が
就
任
。

　
　

５
月
21
日
、
上
球
磨
正
副
議
長
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
あ
さ
ぎ

り
町
の
徳と

く
な
が永
正ま

さ
み
ち道
議
長
、
副
会
長
に

多
良
木
町
の
髙た

か
は
し橋
裕ゆ

う
こ子
議
長
が
就

任
。

○
全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
へ
参
加

　
　

５
月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
町
村
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
・
定
数
の
あ
り
方
」
に
係
る
最
終

報
告
書
に
つ
い
て
の
説
明
、
先
進
議

会
に
よ
る
「
議
会
改
革
・
議
会
活
性

化
の
取
り
組
み
」
の
発
表
な
ど
、
同

様
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
本
村

議
会
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な

研
修
で
あ
っ
た
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

○
本
村
選
出
議
員
に
係
る
一
部
事
務

組
合
の
委
員
会
等
就
任
状
況

　
　

５
月
30
日
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
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組
合
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
尾
前

武
志
議
員
が
議
会
運
営
委
員
会
委

員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　

６
月
４
日
、
上
球
磨
消
防
組
合
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
米
本
宗
徳
議

員
が
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の

副
委
員
長
に
就
任
し
た
。

○
球
磨
郡
町
村
会
の
役
職
就
任
状
況

　
　

５
月
14
日
、
定
例
町
村
長
会
議
に

お
い
て
、会
長
に
内う

ち
や
ま山
慶け

い
じ治
村
長（
山

江
村
）、
副
会
長
に
和わ

だ田
拓た

く
や也
村
長

（
五
木
村
）、
監
査
監
事
に
德と

く
た田
正ま

さ
お
み臣

村
長（
相
良
村
）と
、
中
嶽
弘
継
村
長

が
就
任
し
た
。

○
令
和
元
年
度
球
磨
管
内
主
要
事
業

説
明
会

　
　

５
月
30
日
、
地
元
選
出
の
県
議
会

議
員
３
名
と
管
内
の
10
市
町
村
長
を

対
象
に
、熊
本
県
県
南
広
域
本
部
、球

磨
地
域
振
興
局
の
重
点
取
り
組
み
と

し
て
、地
方
創
生
の
推
進
、市
町
村
と

振
興
局
の
広
域
連
携
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。国
・
県
の

大
変
厳
し
い
財
政
の
中
、
本
村
に
多

額
の
予
算
配
分
が
行
わ
れ
た
。

○
九
州
南
部
地
方
が
５
月
31
日
に
梅

雨
入
り

　
　

６
月
６
日
、
本
村
の
防
災
会
議
を

開
催
し
た
。気
象
情
報
に
最
新
の
注

意
を
払
い
、
関
係
機
関
と
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
開
設
に
よ
り
、
情
報
の
収

集
、
共
有
化
を
図
り
、
村
民
の
方
へ

の
的
確
な
情
報
の
伝
達
や
避
難
誘

導
な
ど
に
万
全
の
体
制
を
期
し
、
安

全
・
安
心
な
村
民
の
暮
ら
し
に
努
め

た
い
。

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

○
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会

　
　

６
月
２
日
「
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
研
究
集
会
水
上
大
会
」
が
村

民
体
育
館
を
全
体
会
場
、
岩
野
公
民

館
及
び
岩
野
小
学
校
体
育
館
を
分

科
会
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。郡

内
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
20
団
体
か

ら
３
７
９
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。全

体
会
で
は
、
黒
木
よ
し
ひ
ろ
氏
が
講

師
と
し
て「
ふ
る
さ
と
、
自
然
、
子
ど

も
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が

あ
っ
た
。

○
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
パ
ー

テ
ィ
ー

　
　

６
月
９
日
、
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。湯
山
郷

商
店
前
を
ス
タ
ー
ト
、
湯
山
小
学
校

駐
車
場
を
ゴ
ー
ル
に
45
キ
ロ
、
25
キ

ロ
、
12
キ
ロ
の
３
部
門
で
競
っ
た
。

申
込
数
89
人
、
出
走
実
数
85
人
、
う

ち
80
人
が
完
走
し
た
。

《
上
球
磨
消
防
組
合
議
員
報
告
》

○
上
球
磨
消
防
組
合
臨
時
議
会
の
開

催

　
　

６
月
４
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、全
議
案
、全
会
一
致
で
可
決
。そ

の
後
「
上
球
磨
消
防
組
合
消
防
庁

舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
」
が
行

わ
れ
、
着
工
中
の
新
庁
舎
を
視
察
見

学
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
　

本
庁
舎
は
、
平
成
31
年
４
月
26
日

を
工
期
と
し
て
い
た
が
、
原
材
料
の

入
荷
の
遅
れ
、
技
術
者
の
人
材
不
足

等
を
理
由
に
８
月
30
日
ま
で
工
期

延
長
と
な
っ
た
。８
月
30
日
で
内
装

工
事
を
完
了
し
、
外
装
工
事
を
待
た

ず
に
シ
ス
テ
ム
工
事
を
行
い
、
11
月

か
ら
運
用
開
始
予
定
。そ
の
後
、
旧

庁
舎
の
解
体
、
訓
練
棟
の
建
設
、
外

構
工
事
を
含
め
、
令
和
２
年
度
内
に

全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
。現在建設中の上球磨消防署新庁舎

防災会議で挨拶する中嶽村長
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《
報　

告
》

○
平
成
30
年
度
水
上
村
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
　

年
度
内
に
支
出
が
完
了
し
な
い

経
費
に
つ
い
て
繰
越
し
上
限
額
を

設
定
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
支

出
す
る
旨
、
議
会
に
対
し
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。（
工
事
関
係
を
中
心
に

11
事
業
を
繰
越
し
）

《
諮　

問
》

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

９
月
30
日
で
３
年
の
任
期
が
満

了
す
る
山や

ま
な
か中
泰や

す
ひ
さ久
氏
（
江
代
平
谷
地

区
）
が
再
度
推
選
さ
れ
、
原
案
に
つ

い
て
賛
成
し
ま
し
た
。

《
条　

例
》

○
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
　

公
共
機
関
利
用
で
は
定
額
と

な
っ
て
い
る
旅
費
を
、
天
災
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
場

合
、
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
実
費
額

と
す
る
改
正
で
す
。（
例
：
災
害
が

発
生
し
、
出
張
先
か
ら
緊
急
に
帰
庁

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
の
タ
ク

シ
ー
利
用
等
）

○
水
上
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
　

被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
け
に
係
る
運
用
を
改

善
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
、
公
営
住

宅
岩
野
覚
井
団
地
（
１
棟
２
戸
）
の

用
途
を
一
般
住
宅
に
用
途
変
更
す

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
一
般
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

一
般
住
宅
幸
野
団
地
（
旧
校
長
住

宅
）
を
経
年
劣
化
に
よ
り
解
体
、
公

営
住
宅
覚
井
団
地
を
一
般
住
宅
に

用
途
変
更
す
る
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。

○
水
上
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
低
所
得
層

（
所
得
段
階
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
）
の
保
険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎
資

格
を
有
す
る
者
と
し
て
、
専
門
職
大

学
制
度
の
前
期
課
程
修
了
者
を
加

え
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　
（
専
門
職
大
学
制
度
…
実
習
や
実

験
等
を
重
視
し
た
即
戦
力
と
な

る
人
材
育
成
を
目
指
す
目
的
で
、

１
９
６
４
年
の
短
大
制
度
以
来
、

２
０
１
９
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た

新
た
な
大
学
制
度
）

○
水
上
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定

　
　

間
伐
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
、
普
及
啓
発
等
の
森
林
整

備
及
び
そ
の
促
進
に
要
す
る
経
費

に
充
て
る
た
め
の
基
金
造
成
に
係

る
新
規
条
例
で
す
。国
の
平
成
31
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
創
設
さ
れ

た
森
林
環
境
譲
与
税
が
基
金
の
原

資
と
な
り
ま
す
。

《
予　

算
》

○
令
和
元
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
億

９
，５
４
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
２
億
３
，１
４
０
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　

本
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
改
選

期
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
予
算
に
は

大
き
な
政
策
的
経
費
を
計
上
し
て

い
な
か
っ
た
関
係
上
、
今
回
の
補
正

予
算
で
そ
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

・
林
業
・
木
材
産
業
振
興
施
設
等

整
備
事
業

・
単
身
向
け
定
住
促
進
住
宅
建
設
工

事

単身向け定住促進住宅建設予定地（岩野）
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・
湯
山
小
学
校
テ
ラ
ス
設
置
及
び

プ
ー
ル
塗
装
工
事

・
中
学
校
多
目
的
ト
イ
レ
設
置
工

事
・
中
学
校
屋
外
環
境
整
備
工
事

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
等
）

・
湯
山
中
央
及
び
本
野
地
区
の
団

体
営
土
地
改
良
事
業

・
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
令
和
元
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
５

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３

億
６
，９
１
５
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険

制
度
改
正
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費

で
す
。

○
令
和
元
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
４

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，

５
９
４
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
水
道
技
術

管
理
者
資
格
の
取
得
に
係
る
経
費

で
す
。

《
特
別
委
員
会
の
設
置
》

○
広
報
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　

議
会
の
審
議
及
び
活
動
状
況
を

住
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
周
知

す
る
た
め
、
前
期
に
引
き
続
き

設
置
し
ま
し
た
。
定
数
は
４
名
。

（
米
本
宗
徳
委
員
長
・
山
崎
隆
浩

副
委
員
長
・
杉
野
久
志
委
員
・
尾

前
武
志
委
員
）

○
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
「
開
か
れ
た
議
会
」に
向
か
って
、
真

に
村
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
議
会
改

革
を
実
践
す
る
た
め
に
新
設
し
ま
し

た
。定
数
は
那
須
正
弘
議
長
を
除
く

９
名
。（
小
野
賴
年
委
員
長
・
山
崎
隆

浩
副
委
員
長
）

《
意
見
書
》

○
「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書
」の
提
出

　
　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
は
令
和
３
年
３
月

末
で
失
効
し
ま
す
。
国
の
関
係
機

関
に
対
し
、
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
た
め
、

議
会
か
ら
の
意
見
書
提
出
を
採
択

し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
》

○
水
上
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更

　
　

川
内
辺
地
で
坂
下
橋
補
修
事
業・

村
道
石
舟
五
本
松
線
の
道
路
改
良
事

業
を
、高
澄・舟
石
辺
地
で
小
春
地
区

簡
易
給
水
施
設
整
備
事
業・村
道
麦

地
小
春
線
道
路
改
良
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
で
す
。

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更

　
　
「
交
通
災
害
見
舞
金
に
関
す
る
事

務
」に
つ
い
て
、当
該
事
務
を
協
同
処

理
し
て
い
る
県
内
38
市
町
村
か
ら
合

志
市
を
削
る
た
め
の一部
変
更
で
す
。

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

老朽化した坂下橋（川内地区）

雨でぬかるんだ中学校テニスコート
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ふるさとマイホーム
　　　祝金の拡充は
様々な政策と
　連動できないか検討

Ｑ
Ａ

山崎　隆浩　議員

ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
祝
金
に
係

る
新
築
に
つ
い
て
の
交
付
要
綱
は
。

甲
斐
建
設
課
長　

新
築
す
る
延

床
面
積
が
60
㎡
以
上
で
併
用
住

宅
の
場
合
、
居
住
の
用
途
に
共
さ
れ
る

部
分
が
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

祝
金
に
つ
い
て
は
、
60
㎡
以
上
１
０
０

㎡
未
満
が
30
万
円
、
１
０
０
㎡
以
上
１

５
０
㎡
未
満
が
40
万
円
、
１
５
０
㎡
以

上
が
50
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

定
住
促
進
事
業
で
は
、マ
イ
ホ
ー
ム

祝
金
に
加
え
宅
地
分
譲
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、整
備
中
も
含
め
地
域
別
区
画

数
は

甲
斐
建
設
課
長　

岩
野
宮
田
地

区
が
２
区
画
、
湯
山
覚
井
地
区

が
５
区
画
、
湯
山
馬
場
地
区
は
２
区
画

で
、合
計
９
区
画
に
な
る
。

平
成
30
年
10
月
に
定
住
促
進
に
向

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
わ
れ

て
い
る
が
、宅
地
分
譲
と
住
宅
整
備
希

望
の
結
果
と
、今
後
の
整
備
方
針
は
。

甲
斐
建
設
課
長　

村
内
全
戸
を

対
象
に
実
施
。湯
山
覚
井
地
区
と

馬
場
地
区
の
活
用
は
と
も
に「
家
族
向

け
村
営
住
宅
の
建
設
を
希
望
」が
約
半

数
、次
に「
宅
地
分
譲
希
望
」が
多
か
っ

た
。今
後
の
整
備
計
画
と
し
て
、湯
山
地

区
単
身
向
け
住
宅
４
戸
の
募
集
に
対
し

７
名
の
応
募
が
あ
り
、需
要
が
見
込
ま

れ
る
た
め
湯
山
馬
場
地
区
に
１
戸
、岩

野
石
原
地
区
に
２
戸
単
身
向
け
住
宅
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、宅
地
分

譲
に
関
し
て
は
、ま
ず
分
譲
を
行
い
、残

区
画
に
は
翌
年
度
、国
の
45
％
の
補
助

を
活
用
し
公
営
住
宅
建
設
を
進
め
て
い

き
た
い
。公

営
住
宅
の
場
合
、所
得
に
応
じ

て
家
賃
が
決
定
す
る
た
め
、高
額

所
得
者
か
ら
は
退
去
も
考
え
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
く
。他
の
自
治
体
に
は
１

０
０
万
円
や
２
０
０
万
円
の
住
宅
祝
金

制
度
も
あ
る
が
、現
在
50
万
円
の
祝
金

を
さ
ら
に
増
額
し
、村
内
で
の
マ
イ
ホ
ー

ム
建
設
を
後
押
し
で
き
れ
ば
、公
営
住

宅
の
建
設
費
が
不
要
と
な
る
だ
け
で
な

く
、固
定
資
産
税
収
入
も
得
ら
れ
る
。財

源
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、

よ
り
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
現
在
の
制

度
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

中
嶽
村
長　

従
来
か
ら
水
上
村

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
と
新
た

に
定
住
さ
れ
る
方
と
の
調
和
を
と
り

な
が
ら
偏
っ
た
行
政
に
な
ら
な
い
よ

う
、
遠
隔
地
の
通
勤
費
や
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
者
に
対
す
る
助
成
、
多
子
世
帯

の
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
、
今
後
考

え
ら
れ
る
政
策
と
連
動
し
て
で
き
な

い
か
速
や
か
に
検
討
し
た
い
。

問

問

問 問答答

答

答
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増
税
に
伴
う
食
糧
費
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
対
応
は

Ｑ
要
望
が
あ
れ
ば
予
算
編
成
の
参
考
に
し
た
い

Ａ本
年
10
月
に
消
費
税
が
増
税
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、食
糧
費

等
増
税
に
対
応
し
た
予
算
計
上
に
な
っ

て
い
る
か
。

田
代
総
務
課
長　

懇
親
会
や
反

省
会
に
お
い
て
、
１
人
３
，０
０

０
円
で
最
大
出
席
人
数
を
考
慮
し
予

算
計
上
し
て
い
る
。
今
回
の
消
費
増

税
に
あ
わ
せ
て
予
算
措
置
は
し
て
い

な
い
。他

町
村
の
懇
親
会
や
反
省
会
に

出
席
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、1
人

３
，０
０
０
円
以
上
に
な
る
場
合
も
あ

る
と
思
う
。他
町
村
と
の
金
額
の
基
準

等
は
あ
る
か
。

田
代
総
務
課
長　

他
町
村
の
状

況
を
参
考
に
し
て
決
め
て
い
る

が
、
高
い
と
こ
ろ
は
４
，０
０
０
円
、

ま
た
１
，０
０
０
円
は
自
己
負
担
で
上

限
を
設
け
ず
、
そ
の
差
額
を
公
費
負

担
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

弁
当
等
は
軽
減
税
率
対
象
で

8
％
の
ま
ま
だ
が
、
資
材
等
に

か
か
る
経
費
は
10
％
と
な
り
、
更
に

利
益
確
保
が
困
難
に
な
る
と
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
所
信
表
明
で
は
村
内
産

業
の
育
成
と
確
保
を
行
う
と
あ
っ
た

が
、
少
し
高
く
て
も
よ
い
と
思
う
が

ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

中
嶽
村
長　

弁
当
は
社
会
福
祉

協
議
会
や
体
育
協
会
で
は
、
税

込
５
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
の
デ
ー

タ
が
出
て
い
る
。
今
後
は
、
飲
食
店
組

合
な
ど
の
団
体
か
ら
金
額
に
つ
い
て

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
一
つ
の
目
安
と

し
て
、
予
算
編
成
の
参
考
に
し
た
い
。

問問問 答

答

答

議会を傍聴して
みませんか

次回の定例議会は９月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）
詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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米本　宗徳　議員

教員の勤務時間と資質は

子供たちのために
　　　　 しっかり指導していく

Ｑ
Ａ

学
校
教
育
の
就
業
規
則
に「
使
用

者
は
労
働
者
に
休
憩
時
間
を
除

き
、
1
日
8
時
間
以
上
、
1
週
間
に
40

時
間
以
上
働
か
せ
て
は
い
け
な
い
」
と

書
い
て
あ
る
が
、
使
用
者
は
だ
れ
で
、

村
内
の
小
中
学
校
で
は
何
時
間
勤
務

し
て
い
る
か
。

西
野
教
育
長　

使
用
者
は
そ
れ

ぞ
れ
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の

範は
ん
ち
ゅ
う疇
に
あ
る
。勤
務
時
間
は「
市
町
村
学

校
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
休
憩
に

関
す
る
条
例
」に
従
っ
て「
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
5
日
間
に
お
い
て
1
日

に
つ
き
7
時
間
45
分
に
な
る
よ
う
校
長

が
割
り
振
る
」と
な
っ
て
お
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
若
干
の
ず
れ
は
あ
る
が
時

間
通
り
に
行
っ
て
い
る
。

早
く
登
校
す
る
子
供
も
い
る
と
思

う
が
、朝
は
何
時
か
ら
勤
務
し
て

い
る
か
。西

野
教
育
長　

小
学
校
で
は
8

時
10
分
か
ら
15
分
ぐ
ら
い
に
、中

学
校
で
は
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
と

い
う
面
で
、
自
主
自
発
的
に
7
時
か
ら

7
時
半
ぐ
ら
い
に
出
勤
し
て
い
る
。

「
原
則
と
し
て
時
間
外
勤
務
は
命

じ
な
い
」
と
規
則
に
書
い
て
あ

問問 答答

る
。「
時
間
外
勤
務
を
命
じ
る
場
合
は
、

臨
時
ま
た
は
緊
急
の
や
む
を
得
な
い

必
要
が
あ
る
と
き
に
限
ら
れ
る
」
と
あ

る
。そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
修
学
旅
行
な

ど
の
宿
泊
学
習
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合

の
勤
務
時
間
は
。

西
野
教
育
長　

引
率
し
て
行
う

指
導
業
務
も
、1
日
7
時
間
45
分

だ
が
、1
週
間
で
調
整
し
て
38
時
間
45

分
に
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま

た
、そ
の
日
の
勤
務
時
間
は
引
率
開
始

か
ら
宿
舎
到
着
ま
で
と
し
、夜
間
活
動

が
あ
る
場
合
は
終
わ
る
ま
で
が
勤
務
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
時
間
外
に
何
か
あ
っ
た
場

合
の
責
任
問
題
は
。

西
野
教
育
長　

子
供
を
預
か
っ

て
か
ら
無
事
に
保
護
者
へ
返
す

の
が
引
率
業
務
と
解
釈
し
て
い
る
。勤

務
時
間
外
で
あ
っ
て
も
、
安
全
を
守
る

こ
と
が
教
職
員
の
責
務
と
思
っ
て
い

る
。

言
動
が
悪
い
教
員
が
い
る
と
子

供
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
か
ら

聞
い
て
い
る
が
。

西
野
教
育
長　

教
員
の
指
導
上

の
問
題
に
つ
い
て
は
厳
し
い
指

摘
が
あ
る
と
校
長
か
ら
も
聞
い
て
い

る
。

子
供
た
ち
が
と
て
も
不
愉
快
に

思
っ
て
い
る
の
で
し
っ
か
り
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

問

答答

問

問 答
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尾前　武志　議員

施設等整備事業補助金の
　　　　　今後のあり方は
政策的経費の状況を
　　みながら次期の継続を検討

Ｑ
Ａ

農
業
振
興
施
設
等
整
備
事
業
補
助

金
の
補
助
率
は
現
在
50
％
だ
が
、

例
え
ば
70
％
に
引
き
上
げ
て
、よ
り
利
用

し
や
す
い
補
助
事
業
に
す
る
考
え
は
な

い
か
。西

本
産
業
振
興
課
長　

国
庫
補

助
事
業
の
採
択
基
準
に
該
当
し

な
い
も
の
を
村
の
単
独
事
業
で
採
択

し
て
い
る
が
、
国
庫
補
助
事
業
の
補
助

率
が
50
％
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
越
え

る
補
助
率
で
は
平
等
性
を
保
つ
こ
と

が
で
き
な
い
。

５
年
周
期
の
事
業
実
施
期
間
で

は
、農
業
振
興
や
後
継
者
対
策
を

考
え
る
と
周
期
と
し
て
は
長
い
。林
業
、

商
業
も
同
様
の
補
助
事
業
が
あ
る
が
、そ

の
周
期
を
も
っ
と
短
縮
で
き
な
い
か
。

中
嶽
村
長　

事
業
実
施
期
間
を

５
年
間
と
し
た
の
は
、こ
れ
ま
で

に
商
工
観
光
業
で
も
同
様
の
補
助
事

業
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
際
に
５
年
間

と
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
と
、
自

己
資
金
の
投
入
が
嵩
む
と
負
債
の
増

加
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
も
同

様
の
事
業
を
検
討
し
て
お
り
、
実
施
時

期
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
あ
た
り

か
ら
と
考
え
て
い
る
。

問問 答答

今
後
の
地
産
地
消
の
取
組
み
は

Ｑ
生
産
現
場
か
ら
販
売
現
場
ま
で

　
　
　

関
係
団
体
と
連
携
強
化
を
図
る

Ａ地
産
地
消
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

西
本
産
業
振
興
課
長　

産
業
振

興
課
、
観
光
協
会
、
あ
旅
館
組

合
、
出
荷
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

で
会
合
を
重
ね
、
地
産
地
消
に
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
般
観
光

客
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
宿
泊
客

を
含
め
、
旅
館
だ
け
で
な
く
生
産
農

家
に
も
利
益
を
波
及
さ
せ
た
い
。

ジ
ビ
エ
や
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

商
品
開
発
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
す
と
な
っ
て
い
る
が
、い
つ
頃
ま

で
に
ど
ん
な
農
産
物
を
使
っ
た
商
品
開

発
を
考
え
て
い
る
か
。

西
本
産
業
振
興
課
長　

地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
農

業
生
産
現
場
強
化
の
講
習
会
、
先
進

地
研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
１
期

目
の
実
証
事
業
で
生
産
さ
れ
た
農
産

物
と
加
工
品
関
係
を
、
２
期
目
の
実

施
計
画
期
間
で
販
売
に
力
を
入
れ
、

３
年
以
内
に
何
ら
か
の
成
果
を
出
し

た
い
。

― 

次
頁
に
続
く　

問問 答答

地元食材を利用した商品
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災
害
に
対
す
る
備
え
は

Ｑ
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
、

　
　
　
今
後
も
防
災
業
務
に
努
め
て
い
く

Ａ慈
眼
院
と
覚
井
公
民
館
に
は
駐

車
場
が
な
く
、道
路
の
端
に
路
上

駐
車
を
さ
れ
る
方
が
多
く
み
ら
れ
る
。

当
該
道
路
は
、小
学
校
の
通
学
路
の
ほ

か
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
経
路

に
も
な
っ
て
お
り
、緊
急
車
両
等
の
通

行
に
支
障
が
出
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、周
辺
に
駐
車
場
整
備
の
必
要
性

は
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長　

公
民
館
に
つ
い

て
は
、
村
が
事
業
主
と
な
り
駐

車
場
等
の
工
事
を
行
う
こ
と
は
可
能
だ

が
、
そ
こ
に
３
割
の
地
元
負
担
が
必
要

と
な
る
た
め
、
財
源
に
つ
い
て
は
地
元

住
民
で
協
議
い
た
だ
き
た
い
。

村
と
商
店
等
で
災
害
時
に
お
け

る
食
糧
供
給
等
に
関
す
る
協
定

な
ど
は
考
え
て
い
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長　

平
成
30
年
５

月
に
、
配
達
の
際
の
高
齢
者
に

対
す
る
見
守
り
支
援
、
災
害
発
生
時
の

食
料
供
給
に
関
し
て
「
生
協
く
ま
も

と
」
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

県
内
に
お
い
て
、
本
村
と
高
森

町
に
は
避
難
勧
告
発
令
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
の
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
村
独
自
に

避
難
情
報
を
発
令
し
て
い
る
と
な
っ

て
い
た
。
村
独
自
と
は
ど
う
い
っ
た

情
報
か
。

田
代
総
務
課
長　

担
当
者
が
、

雨
が
何
ミ
リ
降
っ
た
場
合
に
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
を
出
す
の
か
と
い

う
、
「
よ
り
詳
細
な
判
断
基
準
」
を
策

定
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
問
わ
れ

て
い
る
と
判
断
し
未
策
定
と
回
答
し
た

も
の
で
あ
り
、
実
際
は
防
災
計
画
に
判

断
基
準
は
明
記
し
て
あ
る
。

問問

問

答答

答

長きにわたり村の発展に貢献
勇退された　大石長一郎 氏にインタビュー

Q 議員に立候補されたきっかけは？
A 家業もあり相当悩んだが、周囲の皆さまに推さ
れる形で立候補したと記憶している。正直 28 年
も前のことであまり覚えていない（笑）。

Q 議員生活で最も思い出に残っている出来事は？
A 水上村を良くするには、地元から国会議員を輩
出することも大切なこと。金子代議士の擁立のた
めに奔走し、よい関係を築けたことは大きかった。

Q 議員生活28年が終わった今の率直な感想は？
A 歳を重ねるごとに引き際を感じることもあっ

たが、その度に周囲から推されるので、タイミン
グを逸してしまった感もある。今回は体調面で不
安があり、議員を続けることで行政に迷惑をかけ
たくなかった。
Q 後輩議員に一言
A 国の制度が本村の課題のすべてを解決できる
ものでもない。執行部に流されることなく、村民
のために何が必要なのか、自分の意見をしっかり
と持つことが大切。水上村がどうすれば良くなる
か、常にこのことを考えて活動してほしい。

Q 村民の皆さまに一言
A 水上村がどうすればもっと良くなるかを、村
民の皆さまも行政と一緒になって考えていってほ
しい。これまで28年もの長い間、ずっと私を推
していただいた村民の皆さまに心から感謝を申し
上げます。本当にありがとうございました。

略歴　平成３年５月１日本村
議会初当選。以後、平成 31
年 4月30日まで７期 28 年間
議員として活動。第 15 代、
17 代議長をはじめ、多数の役
職を歴任。
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編
集
後
記

　

短
編
小
説
『
お
め
で
と
う
』
の
冒
頭
に
「
西
暦

三
千
年
一
月
一
日
の
私
た
ち
へ
」
と
書
い
て
あ
る
。

　

き
れ
い
な
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
タ
ワ
ー
」
ま
で
行
っ
て

み
る
と
タ
ワ
ー
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
誰
も
い
な
い
寂
し
い

場
所
に
。

　
「
昔
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
誰
か
が
住
ん
で
い
た
。

今
は
少
し
し
か
い
な
い
」
と
あ
っ
た
。

　

日
本
の
人
口
は
千
年
後
に
は
二
千
人
ま
で
減
る
と

人
口
問
題
研
究
所
の
計
算
が
実
際
に
あ
っ
た
ほ
ど
だ
か

ら
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
タ
ワ
ー
が
全
く
幻
と
は
思
え
な
い
。

　

政
治
家
は
次
の
選
挙
の
事
し
か
考
え
な
い
と
い
う

寸
言
が
あ
る
。
千
年
先
を
想

像
す
る
の
は
難
し
い
が
、
百

年
先
ま
で
は
見
据
え
て
い
け

る
、
選
ば
れ
た
政
治
家
で
あ

り
た
い
。 

　

改
選
に
よ
り
、
広
報
委
員

会
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
4
年
間
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
議
会
活
動
を
詳
し
く
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

米
本　

宗
徳

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長　
　

山
崎　

隆
浩

委　
　

員　
　

杉
野　

久
志

尾
前　

武
志

【国道３８８号合同現地視察】
　６月 29 日（土）、国道 388 号の合
同現地視察が実施された。湯山舟石か
ら宮崎県椎葉村との県境付近に立地す
る「水上スカイヴィレッジ」までの道
路については、急カーブ・急勾配が連
続する非常に狭あいな道路であり、工
事の困難性と多額の予算を必要とする
ことなどから、これまで大規模な工事
が進められることはなかった。
　本道路は、一般車両に加え木材関係
事業者の大型車両の往来も多く、離合
する際にも相当のストレスが伴い、道

路事情はあまり良いとは言えない。また、椎葉村民の中には、通院、生活物資の調達など、生
活圏域が球磨郡である方も多く、緊急車両の通行に支障をきたしてはいけない。
　本村においては、この道路環境が改善されることで、地方創生事業のモデルケースとして注
目を集める「水上スカイヴィレッジ」の利便性がさらに高まることが想定され、国道３８８号
の拡幅は、その経済効果を最大限に引き出すための非常に大きな要素となっている。
　当日は、衆議院議員の金子恭之代議士、熊本県
議会の松田三郎議員、本村議会議員に工事の進捗
について県から説明があったが、なにぶん工事も
困難を極め、事業費も多額であるため、その財源
を確保することは容易ではない。
　本村の地方創生事業が大きな実を結ぶように、
我々議会も要望活動等を実施しながら執行部を後
押ししていきたい。

水上スカイヴィレッジ会議室にて説明を受ける
金子代議士と松田県議


